
第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2024年 11月 19日 

事業者情報 

事業者名 京急開発株式会社 

代表者 職・氏名 
職名 取締役社長  

氏名 渡辺 静義 

ホームページ URL（任意） https://www.keikyu-kaihatsu.co.jp/ 

事業者ロゴ（任意） 
 

 

事業者としての 2030年のあるべき姿 

●事業活動に伴う環境負荷低減や環境配慮への取り組みについては、エネルギーや資源の「使用抑制」・「再生可能エネ

ルギーへ代替」・「循環利用」により低減や削減を目指します。 

●自社の利益のみを追求するのではなく、従業員、顧客や取引先、地域といったあらゆるステークホルダーとの共存を

考え・実現し、すべてのステークホルダーに対する生活の豊かさへの貢献、特性を活かした地域への持続的発展を目指

します。 

●環境・社会に関する取り組み・課題解決にあたり、企業価値を高め安定的で継続的な企業経営のため、経営の透明性・

公正性を明らかにする健全な企業統治を目指します。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

〇● 〇● 〇 〇●   

      

  〇● 〇   〇● 〇 

     

 

〇● 〇● 〇●  〇  



 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

１・２ 備蓄防災食材の一部を寄付  

４・12 「キッズフリマ」イベントを開催  

７・13 

環境に配慮した温泉供給システム 

や給湯設備の採用による CO2 排出

削減の取組み（天然温泉平和島） 

 

３・４・11 
大田区内少年野球連盟・大森 FCの

協賛企業として活動を支援 

地域住民・子供を対象とし、 

スポーツを「する・見る・支える」 

体験の場を創出 

４・11 
「はたらく乗り物大集合！イベン

トを開催（BIGFUN平和島） 
 

 

７・11・13 

 

法人向けEVスクーターのステーシ

ョンを設置（BIGFUN平和島） 

 

 

１・２・３ 

おおたフード支援ネットワーク主

催によるフードドライブを開催 

寄附された食料品と同量の米を 

大田区社会福祉協議会に寄贈 

 

 

 

12 

一部の国・地域の日本産水産物へ

の輸入規制により、輸出向け食材

が余剰になったことを受け、フー

ドロス削減および国内の漁業関係

者支援を目的に、北海道の水産会

社から帆立貝を 200㎏購入 

 

 

 

 

 

 

 

４・８・11・17 

中学校の職場体験に協力 

（天然温泉平和島・平和島スター

ボウル・黒湯天然温泉みうら湯） 

 

 

 

７・13 
太陽光発電システムの導入 

（BIGFUN平和島） 

 

 

11・14・15 
スポーツ×ゴミ拾いの競技「スポ

GOMI in HEIWAJIMA」を開催 

 

 

14 
海を未来に引き継ぐ「海と日本プ

ロジェクト」の活動を推進してい

 

 



る日本財団を支援するための募

金・寄付を実施 

 

1・2・11 

 貧困家庭・一人親家庭の支援 

（物資による支援・寄付・子供の

「居場所」作り等） 

4・7・11・12・

13・14・15他 

 SDGs への興味・理解を促すイベン

トの実施 

（ワークショップ・体験型イベント等） 

11 

 地域での経済活動や文化活動によ

り地域活性化を図る。 

（地域資源の活用・イベントの連携） 

7・13 
 CO２排出削減への継続取組 

（エネルギー利用の効率化・削減） 

 


